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１. はじめに 
 ミレニアム・プロジェクトの指針を受けて

教育機関でのネットワークの整備が行われ、

ネットワークの教育への活用が進むとともに、

教育に配慮されたコンテンツも Web 上に多

く見られるようになった。また、2005 年から

は、「持続可能な開発のための教育の 10 年」

が始まり、持続型社会への関心が教育分野に

おいても高まっており、例えば仙台の地では、

「2005 年 ユネスコ／日本 アジア・太平洋地

域 環境教育研究セミナー」が開催された。１） 

 ここでは、情報通信分野で蓄積されてきた

ソフトウェアツール群と Web 上のコンテン

ツを活用して、持続型社会における一つの要

点である「環境調和型エネルギーシステム」

の理解と関心を高めるためのオンラインリン

ク集教材を開発した。ここに、その概要と公

開講座等での受講者との面接授業でのリンク

集の有効性を報告する。 

 

２. 教育教材としてのオンライン 
リンク集のニーズ 

 これからの社会形成に向けた新しいビジョ

ン「持続型社会」を人々の共通認識にまで根

付かせるには、教員養成課程の学生たちにそ

の知見を伝えることが大切であり、そのため

の教材として Web 上のコンテンツを活用す

ることが期待される。その際のツールとして、

講義やゼミ等の授業テーマに関連する的確な

リンク集の構築が挙げられる。例えば、検索

ページ Google で「持続型社会 環境 エネ

ルギー リンク集」をキーワードにして検索

すると、ヒットするページは１万件を越える。

この事実から、持続型社会を目指す際の環境

やエネルギー問題に対する人々の関心の大き

さがわかる。 

しかし、このような多様なページがフィッ

トする現状では、利用者にとって有用なコン

テンツを検索だけで調べるには不十分であり、

検索する際のキーワードの指定のあいまいさ

が問題になる。この問題を解くには、コンテ

ンツの質と学習目的との整合性を判断する

「人の評価」が不可欠である。そのような的

確な識別を通して登録する「テーマごとのリ

ンク集」の必要性が、特に学校教育分野で認

知されている。例えば、仙台市教育センター

のホームページ２）には小中高校といった校種

別に各種のリンク集が整備されている。 

今回、教員養成課程の学生・大学院生たち

を対象に、表題の「環境調和型エネルギーシ

ステム」に特化したリンク集をオンラインで

登録できる機能を組み込んで作成したので、

その概要を以下に記す。 

 

３. オンラインリンク集のプログラム
構成 

 このプログラムは、リンクページをオンラ

インで投稿する性格のもので、橋本たち３）に

よって開発され、2001 年度から宮城教育大学

で開催される公開講座等で利用され、本年度

は、「Web 情報から考察する環境調和型のエ

ネルギーシステム」４）で使われた。 

プログラム構成は、簡単に HTML 部と CGI

部とからなり、 
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HTML部の構成：投稿欄、閲覧（項目別、新

着順） 

CGI部の構成：投稿データの処理、キーワー

ド検索、削除処理 

からなる。詳しくは、文献 5 参照。 

リンクページを登録するための投稿欄に、キ

ーワードを指定できるようにしてあり、登録

されたリンク集を検索する際の対象キーとし

て活用している。 

 

４. 検討課題 
  現在、このリンク集は、開設以来 4 年が経

過し、登録されたページ数は 1000 件に達し

ている。当初、一般的な環境教育リンク集と

して出発したが、最近は、この報告の表題に

ある「エネルギーおよび持続型社会」関連の

ページの登録が多くなっている。このリンク

集を参照する時、最新の登録順に表示できる

ように改訂したことで、最新の記事が見やす

くなっている。 

 リンク集としての機能は、充実してきたが、

公開講座や授業等で、受講生の自主的な利用

に任せるのでは、内容の理解を徹底させるに

は不十分である。次世代の社会を現状よりよ

いものにしたいと志向する意欲の啓発とモラ

ルの向上を目指すには、リンク集に登録され

たコンテンツを的確に紹介する識者が不可欠

であるといえる。 

 

５. おわりに 
 このリンク集の運用を通して、環境調和型

エネルギーシステム教材としての意義も理解

された。実際に、情報通信網を介した遠隔制

御技術と各種エネルギー資源を統合した地域

自立・協調型のエネルギーシステムの試行（マ

イクログリッド構想）が始まっていることに

今後の展望がもてることが挙げられるとの報

告が、このリンク集の利用者から寄せられて

いる。 

持続型社会のエネルギーシステムとして期

待が寄せられているマイクログリッド構想は、

「愛・地球博」の新エネルギーシステム６）と

して試行された。エネルギーシステムとして

は魅力的ではあるが、蓄電等の各種周辺設備

の機能改善と一層の低価格化が課題といえる。

そのためには、関連分野への若手の関心と社

会的な認知度を高める上で、今回のリンク集

は役立つと評価できる。 
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